
予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ｂ　任意的事業（小規模）
執行体制 職員のみ

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 －

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 224千円 108千円 228千円 0千円

1,067千円
予算事業名

総人件費 1,832千円 1,067千円

文化財保護審議会に要する経費 総事業コスト 2,056千円 1,175千円 1,295千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 文化財保護審議会事業
指標名 指標種別 活動結果指標

指標の概要

会議の実施回数

戦略プラン
- - - -

- - -

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 11

-

改
善
目
標

228千円

H28年度決算

上下半期の各１回，会議を開催する。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

２回 ２回 ２回 ３回 ２回 ２回２回

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

・上半期は７月か８月の夏期に会議を開催し，前年度事
業報告と本年度事業計画説明を行う。
・下半期は12月か１月の冬期に会議を開催し，毎年実施
する小田城跡発掘調査視察及び年度途中報告を行う。
・必要に応じて会議を開催し，諮問答申や各種文化財保
護について議論する。

事
業
計
画

・現任期（平成28年７月１日～同30年６月30日）終了に
伴う，新委員の選任をする。
・上半期は７月に会議を開催し，前年度事業報告と本年
度事業計画説明を行う。
・下半期は12月に会議を開催し，毎年実施する小田城
跡発掘調査視察及び年度途中報告を行う。
・今年度は例年開催している上述２回に加え，文化財保
護計画策定の進捗に合わせて１回の会議を開催する。
・そのほか，必要に応じて会議を開催し，諮問答申や各
種文化財保護について議論する。

活
動
実
績

・第１回会議を５月23日(火)に開催し，平成28年度事業
の報告，29年度事業計画の説明をし，悉皆調査事業や
文化財保護計画等について意見を得た。
・第２回会議を12月26日(火)に開催し，事業の中間報告
をし，文化財保護計画等について議論した。また，小田
城跡発掘調査を視察した。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 ２回 ２回 ３回 ２回 -

事業実施
コスト

その他の指標

0千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.25人

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 224千円 108千円 0千円

0千円 0千円

－

改
善
目
標

－

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 無 無 無

0.15人 0.15人

1,175千円 1,295千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

2,056千円

1,067千円 1,067千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 1,832千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

文化財保護計画の素案や，各種文化財の調査・管理・
活用等について，専門家からの貴重な意見を得ることが
できた。

上
半
期
成
果

-

0.00時間 0.00時間 0.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 224千円 108千円

228千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
－

課
題

－

- -

根拠法令等
文化財保護法
つくば市文化財保護審議会条例

事
業
の
目
的

教育委員会の諮問に応じ，文化財の保存及び活
用に関する重要な事項について調査し，教育委
員会に建議するため。

事
業
の
概
要

・任期２年の委員10名による会議を，年２，３回開
催し，各種文化財の現地調査も実施する。
・文化財保護行政において，広範な知識を持つ外
部有識者により，適切で公平な判断を行う。

-

評
価

効率性

総合評価

高：成果が向上（高水準を維持）している

高：費用対効果が向上（高水準を維持）して
いる

Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

－



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ｃ　義務的事業
執行体制 一部委託

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 6,979千円 6,542千円 6,867千円 0千円

9,917千円
予算事業名

総人件費 8,258千円 8,037千円

文化財調査に要する経費 総事業コスト 15,237千円 14,579千円 16,784千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 文化財調査事業
指標名 指標種別 活動結果指標

指標の概要

調査件数

戦略プラン
Ⅰ 3 3 文化財保護の推進

- - -

教育局 文化財課 保存係 01 10 05 03 12

-

改
善
目
標

4,160千円

H28年度決算

１　埋文調査数は開発等の発生状況に左右されるた
め，指標を設定できない。
２　指標は悉皆調査での現地調査数としたが,27年度
には追加調査が多く想定50件の2倍となったので,現
地調査期間を１年延期し28～30年度は1.5倍とする。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

50件 75件 75件 75件 未定 未定－

0千円

2,707千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

１　埋蔵文化財調査は発生状況に左右されるが，月１件
計12件実施と想定し実施して，開発等の円滑な推進を
図る。
２　悉皆調査は現地調査の３年目で，大穂地区及び筑
波地区の一部を対象に75件を目標とし，４月に区会へ
実施通知を回覧して５・６月に現地調査を行う。その過
程で新規対象が生じた場合は適宜追加調査する。
３　必要に応じて各種文化財調査を行う。

事
業
計
画

１　埋蔵文化財調査は発生状況に左右されるが，月２件
計24件実施と想定し実施して，開発等の円滑な推進を
図る。
２　悉皆調査は現地調査の４年目で，桜川以東の筑波
地区を対象に75件を目標に行う。その過程で新規対象
が生じた場合は適宜追加調査する。
３　必要に応じて各種文化財調査を行う。

活
動
実
績

１　埋蔵文化財調査は，①の試掘・確認調査が29件，②
の本発掘調査が２件の計31件だった。
２　悉皆調査は，大穂地区と桜川以西の筑波地区を対
象とし，４月に区会へ実施通知を回覧して，５・６月に調
査した。また，桜地区で２件の補足調査を実施した。調
査件数は108件となり，３月に報告書としてまとめた。
３　ホームページに埋蔵文化財のページを新規作成して
周知を強化するとともに，重機を利用するなどして調査
の効率化を図った。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 － 100件 81件 108件 -

事業実施
コスト

その他の指標

2,672千円 2,666千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

1.05人

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 6,979千円 6,542千円 0千円

0千円 0千円

・市ホームページ・広報紙等で周知に努める。
・課員が1名減になったので，効率的な調査を心がける。

改
善
目
標

平成30年度に課員１名の増員があったため，時間外勤
務の減少に努める。

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 有 有 有

0.90人 1.20人

14,579千円 16,784千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

15,237千円

8,037千円 9,917千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 8,258千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

１　開発事業と文化財保存との円滑な調整ができたこと
で，市民生活や経済活動に大きな支障を及ぼすことな
く，文化財の保存ができ，調査成果が市の財産になっ
た。
２　悉皆調査での件数増加は市民の関心を掘り起こした
結果と考えられる。
３　ホームページに届出書類等の様式を掲載したこと
で，業務の一部を削減できた。

上
半
期
成
果

-

213.00時間 650.00時間 550.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 4,307千円 3,876千円

6,867千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
埋蔵文化財の調査件数は依然高止まりしており，課員１
名の減もあったため時間外勤務が増加した。

課
題

－

- -

根拠法令等文化財保護法

事
業
の
目
的

市内に所在する無指定を含む各種文化財の基本
調査を行い，基礎データを収集し，今後の保存対
策の立案・資料蓄積及び‘まちづくり’の根幹とな
る地域独自の文化財の把握をするため。

事
業
の
概
要

１　埋蔵文化財調査
　①各種開発等に伴う試掘・確認調査
　②非営利目的での本発掘調査等
２　悉皆調査
　各種文化財について計画的・継続的に所在や
概要を把握する基本調査。26年度から５年計画
で自然文化財調査１件を行う。
３　その他文化財の調査
　その他必要に応じて各種調査を行う。

-

評
価

効率性

総合評価

高：成果が向上（高水準を維持）している

高：費用対効果が向上（高水準を維持）して
いる

Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

－



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ｆ　施設等維持管理事業
執行体制 一部委託

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 2,988千円 3,810千円 35,545千円 0千円

7,158千円
予算事業名

総人件費 5,968千円 5,432千円

文化財維持管理に要する経費 総事業コスト 8,956千円 9,242千円 42,703千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 市管理文化財維持管理事業
指標名 指標種別 活動結果指標

指標の概要

管理文化財件数

戦略プラン
- - - -

- - -

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 13

-

改
善
目
標

3,560千円

H28年度決算

市が直接に草刈り・修繕等の維持管理をする文化財
の件数

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

９件 ９件 ９件 １０件 １０件 １０件９件

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

市内に所在する,国４件・県29件・市83件の指定文化財，
６件の国登録文化財及び627ヶ所の周知の遺跡(埋蔵文
化財)の適切な維持管理。
①市有・管理物件の土地賃借・草刈り（年度当初に契
約，通年），必要な場合の修繕。
②指定文化財等への説明板設置（上半期）。
③文化財保護団体への参加。
④文化財指導員その他必要な業務。

事
業
計
画

市内に所在する,国４件・県29件・市83件の指定文化財，
６件の国登録文化財及び627ヶ所の周知の遺跡(埋蔵文
化財)の適切な維持管理。
①市有・管理物件の土地賃借・草刈り（年度当初に契
約，通年），必要な場合の修繕。
②指定文化財等への説明板設置（上半期）。
③文化財保護団体への参加。
④文化財指導員その他必要な業務。

活
動
実
績

①日向廃寺跡・小田城跡・八幡塚古墳・手子生城跡等
の草刈り等を行った。なお，29年度に大きな課題となっ
た，契約検査課の指示による草刈り等の積算方法変更
に伴う委託料増額について，庁内での積算方法の再検
討と業務内容の見直しをした。
②県指定石造宝篋印塔の説明板が老朽化していたた
め，既存のものを撤去し新規の説明板を設置した。
③全国及び県内の保護団体の総会・研修会に参加し，
陳情活動も行った。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 ９件 ９件 １０件 １０件 -

事業実施
コスト

その他の指標

0千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.40人

国庫支出金

その他特財 16千円 17千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 2,655千円 2,970千円 0千円

17千円 0千円

草刈り業務内容の見直しにより抑制を図る。

改
善
目
標

-

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 無 無 無

0.30人 0.40人

5,406千円 6,673千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

5,639千円

2,436千円 3,096千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 2,984千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

指定等文化財の維持管理が適切にできた。また，草刈
り等については，30年度予算では増額幅を抑制すること
ができた。

上
半
期
成
果

-

20.00時間 120.00時間 100.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 2,639千円 2,953千円

3,577千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
-

課
題

－

- -

根拠法令等
文化財保護法，茨城県文化財保護条例，
つくば市文化財保護条例

事
業
の
目
的

市内に所在する国・県・市指定や国登録その他の
文化財，周知の遺跡等を次世代に良好な状態で
継承することを目的に，必要に応じた保護と維持
管理を行うとともに，活用のために必要な処理を
講ずるため。

事
業
の
概
要

文化庁，茨城県及び市文化財保護審議会，文化
財保護指導員その他の専門家の指導を仰ぎなが
ら，対象文化財を適切に維持・管理・整備等を行
う。また，市指定史跡保存のための民有地の賃
貸借や，史跡整備に関する団体に加盟し情報収
集や意見交換を行う。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

総合評価 Ｄ：成果を向上させる必要有り 総合評価 -

-

効率性

-
事業費（Ａ）

内
訳

根拠法令等
文化財保護法，茨城県文化財保護条例，
つくば市文化財保護条例

活
動
実
績

①市指定民俗文化財３件に対して補助した。
②国指定文化財１件の火災報知器管理事業及び茅葺
き屋根挿し茅修繕事業各１件の管理事業に対して補助
した。
③大規模修繕が必要な県指定文化財筑波山神社神橋
について，今年度着手予定で調整をしたが，入札不調
等により事業着手に至らず，補助金予算を来年度に繰
り越すこととなった。

上
半
期
活
動
実
績

-

事業分類 Ｅ　補助金・負担金事業
その他特財

執行体制 職員のみ

事
業
の
目
的

市内に所在する国・県・市指定や国登録文化財を
次世代に良好な状態で継承するための各種経費
のうち，必要に応じた経費を補助することで，当該
文化財を保護するため。

一般財源

時間外
勤務

成
果
①・②の民有文化財について，適切な保存・維持管理が
できるよう，支援ができた。

上
半
期
成
果

事
業
計
画

①５月に市指定無形民俗文化財の活動費補助申請を
受付け交付決定し，３月までに実績報告を得る。
②国県市指定・登録文化財のき損等が発生した場合の
修理費他の補助。
③筑波山神社神橋の修理費補助（２年計画の１年目）
を，県には６月に申請して交付決定を受け，その後市が
補助金申請・交付決定手続きを行い進める。

事
業
の
概
要

指定・登録文化財の管理・修理について，所定の
手続を行いながら，その経費の一部を予算の範
囲内で補助する。

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-課
題
③の筑波山神社神橋について，着手時期が大幅に遅れ
ている。

課
題
-

H30年度当初

30.00時間 30.00時間

臨時職員等

333千円 840千円

0.25人

無 無 無

2,218千円 2,338千円 30,371千円

事務事業名 02 民有文化財補助事業
指標名 補助件数 指標種別 活動結果指標

指標の概要 指定文化財の維持活動費への補助件数
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン
実績 ４件

その他の指標 －
総合戦略

Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

-

35,545千円

総事業コスト 8,956千円 9,242千円 42,703千円

款 項 目 事業 予算事業名
0千円

H30年度当初 H31年度当初

６件 ６件 ６件 ６件 ６件 ６件 ６件

総人件費 5,968千円 5,432千円 7,158千円

事業実施
コスト

H31年度当初

国庫支出金

0千円 0千円県支出金 0千円 0千円

333千円 840千円 28,518千円 0千円

0千円

活用係 01 10 05 03 13 文化財維持管理に要する経費

低：成果が低下（低水準を維持）している

- 理由 －

-
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

0千円 0千円 0千円 0千円

28,518千円 0千円

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員

従事
割合

1,885千円 1,498千円 1,853千円

0.20人 0.25人

20.00時間

H29
環境
関連
性

-

６件 ４件 ５件 -

市長公約 No.73

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H28年度決算

ISO
14001

評
価

評
価

Ｈ31年度
の方向性

H29年度決算

部等名 課等名 係等名 会計

教育局 文化財課

事
業
計
画

①５月に市指定無形民俗文化財の活動費補助申請を
受付け交付決定し，３月までに実績報告を得る。
②国県市指定・登録文化財のき損等が発生した場合の
修理費他の補助をする。
③２年計画の２年目となる予定であった筑波山神社神
橋の修理費補助は，早期に着工し，２年計画を短縮して
年度内に完了できるよう，所有者・施工業者と協議して
進める。

H28年度決算 H29年度決算

総事業費 2,988千円 3,810千円

----

改
善
目
標

29年度に未着手となった筑波山神社神橋修理補助事業
が早期着手できるように調整する。

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

個別計画

H30
環境
関連
性
-

- -

-

- -

中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

-

有効性 有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

0千円 0千円

内
訳

根拠法令等 -

事業分類
一部委託

事
業
の
目
的

　市内に数多く所在する各種文化財全体を有効
に保存・活用してくため，文化財保護の施策を体
系的に位置付けて今後の方針を定めた，文化財
保護基本計画を策定する。

一般財源

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員 時間外

勤務

成
果
素案の検討が進んだ。

上
半
期
成
果

-
事
業
の
概
要

　有識者により新たに組織する策定委員会や，関
係部署の意見を取り入れながらまとめる。計画案
はパブリックコメントを実施し意見を求めて修正を
検討，文化財保護審議会の答申を得た後，教育
委員会の議決を経る。

臨時職員等

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

法改正の状況等に関わらず，30年度に市独自計画とし
て策定することと決めたが，市民委員公募・コンサル委
託・パブコメ等のスケジュールに余裕が無くなった。

課
題
-

国庫支出金

市長公約 No.76

事業費（Ａ）
個別計画 -

ISO
14001

H29
環境
関連
性

- - -

-

H30
環境
関連
性

- -

-

Ａ　任意的事業
執行体制

総人件費 5,968千円 5,432千円 7,158千円

教育局 文化財課 保存係・活用係 01 10 05 03 13 文化財維持管理に要する経費 総事業コスト 8,956千円 9,242千円 42,703千円

部等名 課等名 係等名 会計 款 項 目 事業 予算事業名

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 03 文化財保護計画策定事業
指標名 素案作成・計画策定 指標種別 成果指標

指標の概要 －
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - - - - - - - -
戦略プラン

その他の指標 -
総合戦略

- - - - 実績 - - - － -

- - - -
Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

-

改
善
目
標

事業スケジュールを再計画し，30年度末に策定する。
- - - -

- - - -

0千円 0千円

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

事
業
計
画

進行は市全体の計画策定基準検討の状況により，必要
に応じて業務の一部延期も検討する。
①７月までに文化財課が方針・素描を作成し，夏期の文
化財保護審議会に示して意見をもらう。
②計画策定基準の検討状況に応じて策定委員を選任
し，秋・冬季に指導を得ながら文化財課が素案を作成す
る。
③素案をコンサルに委託して計画案としてまとめる。

事
業
計
画

①４月に策定懇話会委員の指名・公募を行い，策定懇
話会を設立する。
②４月にコンサル委託の入札手続きを始め，６月に契約
する。
③10月までに計画案をまとめ，12月にパブコメを実施す
る。
④年度内に計画を策定し，公表する。

事業実施
コスト

H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

0千円 0千円 3,450千円 0千円

0千円 0千円

活
動
実
績

・文化財保護法改正で新たに位置づけされる市町村策
定の計画の内容把握等の影響から，策定懇話会の設
置やコンサル委託を30年度に行うよう事業スケジュール
を見直しし，予算についても来年度に明拠繰越した。
・事務局による素案作成は文化財保護審議会での意見
を踏まえながら進めた。

上
半
期
活
動
実
績

-

その他特財 0千円 0千円 0千円 0千円

0千円 0千円 3,450千円 0千円

2,209千円

従事
割合

0.15人 0.20人 0.30人

0.00時間

有効性

1,099千円 1,498千円

地方債 0千円 0千円

-

30.00時間 30.00時間

無 無 無

1,099千円 1,498千円 5,659千円

評
価

-

効率性
評
価

低：成果が低下（低水準を維持）している

効率性 -

総合評価 Ｄ：成果を向上させる必要有り 総合評価 -

有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

Ｈ31年度
の方向性

- 理由 －

-
改善目標の
進捗状況

中：適切な費用対効果が得られている

-課
題

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 2,988千円 3,810千円 35,545千円 0千円



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ａ　任意的事業
執行体制 職員のみ

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 3,252千円 3,364千円 3,476千円 0千円

1,422千円
予算事業名

総人件費 1,885千円 1,422千円

市史編纂に要する経費 総事業コスト 5,137千円 4,786千円 4,898千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 市史編纂事業
指標名 指標種別 活動結果指標

指標の概要

図書の刊行

戦略プラン
- - - -

- - -

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 14

-

改
善
目
標

3,256千円

H28年度決算

整理・解読の終了した史・資料について，冊子として
刊行する。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

１冊 １冊 １冊 １冊 １冊 １冊１冊

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

１　保有史・資料の整理及び解読作業。
２　史・資料集を，年内に編集作業を行い，印刷製本契
約後，年度末に刊行。
３　未発見史・資料の調査及び記録。
４　市関連史・資料の入手。

事
業
計
画

１　保有史・資料の整理及び解読作業。
２　史・資料集を，年内に編集作業を行い，印刷製本契
約後，年度末に刊行。
３　未発見史・資料の調査及び記録。
４　市関連史・資料の入手。

活
動
実
績

1　古文書の読解
２　市史史料集　第十四編  仙台藩領（下）　刊行
３　新史料の調査
４　市関連資料の購入・受託
５　市史販売広報の強化

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 １冊 １冊 １冊 １冊 -

事業実施
コスト

その他の指標

0千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.25人

国庫支出金

その他特財 116千円 166千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 3,252千円 3,364千円 0千円

220千円 0千円

史料集等の販売売上高を前年度比で5％上昇させる。

改
善
目
標

-

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 有 有 -

0.20人 0.20人

4,786千円 4,898千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

5,137千円

1,422千円 1,422千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 1,885千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

旧町村史編纂時に収集した資料を読解し史料集１冊を
刊行し，内容が公開できた。また，市関連資料の購入，
受託，寄贈などを受け、販売では５％増も達成した。

上
半
期
成
果

-

20.00時間 0.00時間 0.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 3,136千円 3,198千円

3,476千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況
-

改善目標の
進捗状況

-

課
題

-
課
題

－

- -

根拠法令等 -

事
業
の
目
的

歴史資料を体系的・分類的に調査・整理・記録し
て郷土の歴史を正しく後世へ伝えるため。

事
業
の
概
要

１．保有史・資料の整理及び解読作業
　：江戸時代の近世文書を中心に行う。
２　史・資料集の刊行
　：整理・解読の終了した史・資料について，史・
資料集を刊行する。
３　未発見史・資料の調査及び記録
　：記録は写真やﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化も行う。
４．市関連史・資料の入手
　：古書店等からの購入も含む。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

根拠法令等文化財保護法

事
業
の
目
的

中世常陸の一大中心地だった，国指定史跡「小
田城跡」を土地買収により保存し，歴史公園とし
て活用できるよう復元整備するため。

事
業
の
概
要

①土地買収は，文化庁長官に現状変更を許可さ
れない土地等で実施し，19年度までに史跡南半
の市街化調整区域約11haがほぼ終了し，現在は
北半の市街化区域で概ね毎年１筆を買収する。
②復元整備は，平成21～27年度に，史跡（約
22ha）中心の本丸跡を主とする遺構整備ゾーン
（約4.2ha)で実施し，合わせて展示機能を持つ案
内所を建設する。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-

- -

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
－

課
題

－

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

小田城跡歴史ひろば案内所正面に位置する土地や小
田城の堀跡用地を購入できたことで，史跡小田城跡の
保存を行うことができたとともに，今後の活用用地とな
る。

上
半
期
成
果

-

300.00時間 85.00時間 0.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 13,456千円 4,411千円

0千円 0千円

0千円 0千円

-

改
善
目
標

-

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 無 無 無

0.15人 0.05人

21,532千円 356千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

55,186千円

1,282千円 356千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 5,191千円

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 80％ 98％ 100% 992㎡ -

事業実施
コスト

その他の指標

28,277千円 15,839千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.60人

国庫支出金

その他特財 8,262千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 49,995千円 20,250千円

改
善
目
標

0千円

H28年度決算

史跡保全のための土地買収面積。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

100％ 100％ 870㎡ 750㎡ - -80％

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

史跡内２箇所872.5㎡の公有化及びそれに伴う測量や
鑑定などを，７月までに地権者交渉で合意し，８月以降
に委託契約を順次締結し，工作物移転も含め年度末に
土地の引き渡しを受ける。なお，復元整備工事終了に伴
い，施設の維持管理業務は予算事業16-01文化財展示
施設管理事業で，活用業務は予算事業18-02文化財展
示講座等事業で実施する。

事
業
計
画

土地公有化について，今年度は当初予算で計上してい
ないが，可能であれば候補地のうち１筆程度を補正予
算として計上して実施することを検討する。また，次年度
以降の公有化の準備をする。

活
動
実
績

当初２筆の予定であったが，所有者の貸借関係の整理
がついたため計３筆に変更して事業を実施した。９月補
正や補助金の計画変更を実施して事業を開始し，土地
の公有化，工作物の移転を含めて３月中に完了した。

事務事業名 01 小田城跡保存事業
指標名 指標種別 成果指標

指標の概要

土地買収面積(H28までは整備工事の進捗率）

戦略プラン
Ⅰ 3 3 文化財保護の推進

- - -

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 15

-

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 53,593千円 23,934千円 7,183千円 0千円

4,897千円
予算事業名

総人件費 10,585千円 6,000千円

小田城跡に要する経費 総事業コスト 64,178千円 29,934千円 12,080千円

要
す
る
経
費
全
体

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画

- - -

市長公約 -

事業分類 Ａ　任意的事業
執行体制 一部委託



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

H30
環境
関連
性
-

- -

-

- -

中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

-

有効性 有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

教育局 文化財課

事
業
計
画

事業の経過に伴い，本委員会を１回，専門部会を２回実
施する。

H28年度決算 H29年度決算

総事業費 53,593千円 23,934千円

----

改
善
目
標

平成31年度の発掘調査事業終了に伴う委員会の一時
終了を検討する。

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

個別計画

H29年度決算

部等名 課等名 係等名 会計

H29
環境
関連
性

-

４回 ３回 ３回 -

市長公約 -

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H28年度決算

ISO
14001

評
価

評
価

Ｈ31年度
の方向性

中：適切な成果が得られている

- 理由 －

-
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

0千円 0千円 0千円 0千円

379千円 0千円

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員

従事
割合

1,099千円 711千円 711千円

0.10人 0.10人

0.00時間

４回 ４回 ３回 ３回 ３回 ３回 -

総人件費 10,585千円 6,000千円 4,897千円

事業実施
コスト

H31年度当初

国庫支出金

0千円 0千円県支出金 0千円 0千円

291千円 195千円 379千円 0千円

0千円

調査係・活用係 01 10 05 03 15 小田城跡に要する経費 総事業コスト 64,178千円 29,934千円 12,080千円

款 項 目 事業 予算事業名
0千円

H30年度当初 H31年度当初

7,183千円

事務事業名 02 小田城跡保存整備委員会事業
指標名 会議の実施回数 指標種別 活動結果指標

指標の概要 専門部会も含めた回数。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン
実績 ４回

その他の指標 －
総合戦略

Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

今後の土地買収・発掘調査計画を再検討し，委員会の
方向性を示す。

事
業
の
目
的

文化庁の指導により，「小田城跡」の保存・活用
及び確認調査事業を，総合的・効果的に推進に
進めるための指導組織が必要なため。

一般財源

時間外
勤務

成
果

委員会を実施して，調査の終了時期や整備完了後の今
後のあり方等に有効な助言を得ることができ、方向性を
示すことができた。

上
半
期
成
果

事
業
計
画

事業の経過に伴い，本委員会を１回，専門部会を２回実
施する。

事
業
の
概
要

構成員は地元住民代表・市議会代表・専門研究
者等で，公有化・発掘調査・復元整備・管理活用・
その他必要な事項について協議する。また特に
専門的事項は別に専門部会を置いて指導を受け
る。

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-課
題

整備事業が終了し，平成31年度に整理調査を含む発掘
調査事業が終了予定のため，その後の委員会のあり方
を検討する必要がある。

課
題
-

H30年度当初

0.00時間 0.00時間

臨時職員等

291千円 195千円

0.15人

無 無 無

1,390千円 906千円 1,090千円

0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

-

効率性

史跡小田城跡保存整備基本計画
事業費（Ａ）

内
訳

根拠法令等 -

活
動
実
績

発掘調査の状況に合わせて，専門部会を２回（7/14，
12/8），全体会を１回（12/18）実施した。調査の終了や、
今後の公有化について検討を行った。

上
半
期
活
動
実
績

-

事業分類 Ｃ　義務的事業
その他特財

執行体制 職員のみ



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】 事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 53,593千円 23,934千円 7,183千円 0千円

評
価

低：成果が低下（低水準を維持）している

効率性 -

総合評価 Ｄ：成果を向上させる必要有り 総合評価 -

有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

Ｈ31年度
の方向性

- 理由 －

-
改善目標の
進捗状況

中：適切な費用対効果が得られている

-課
題

1,857千円 3,596千円 0千円

3,830千円

従事
割合

0.55人 0.45人 0.45人

100.00時間

有効性

4,295千円 4,007千円

地方債 0千円 0千円

-

320.00時間 250.00時間

有 有 有

7,602千円 7,496千円 10,634千円

評
価

-

効率性

3,208千円 0千円

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

事
業
計
画

平成29年度は本丸跡西側の曲輪Ⅴ中部とその周辺を
対象に，約300㎡を調査を11～１月に実施するほか，年
度末までに曲輪Ｘの調査報告書作成，出土品保存処理
を行う。また12月第１土曜日に調査で得られた成果を公
表する現地説明会を開催する。

事
業
計
画

平成30年度は本丸跡西側の曲輪Ⅴ北部や新たに買収
した未調査箇所を対象に，約400㎡の調査を11～１月に
実施するほか，出土品保存処理を行う。また12月第１土
曜日に調査で得られた成果を公表する現地説明会を開
催する。

事業実施
コスト

H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

3,307千円 3,489千円 6,804千円 0千円

0千円 0千円

活
動
実
績

11月～１月に史跡西側の曲輪Ⅴ中部とその周辺につい
て292㎡で発掘調査を実施したほか，12月に調査成果を
発表する現地説明会を開催し，102名の参加があった。
また３月に調査報告書１冊を作成した。調査に際しては
市内遺跡発掘調査と日程や人員を綿密に調整した。

上
半
期
活
動
実
績

-

その他特財 0千円 0千円 0千円 0千円

1,823千円

- - - - 実績 3774㎡ 4122㎡ 4350㎡ 4642㎡ -

- - - -
Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

市内遺跡発掘調査が近年増加傾向にあることから，調
査期間を調整するなど，効率的かつ円滑な調査を実施
する。

改
善
目
標

現地調査では，これまでの調査で予測された要所の補
足調査等を行う。また，現地説明会への参加者が減少
したことから，早期の広報を行う。

- - - -

- - - -

事務事業名 03 小田城跡確認調査事業
指標名 累計調査面積 指標種別 成果指標

指標の概要 発掘調査面積の合計。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - 3700㎡ 4000㎡ 4200㎡ 4500㎡ 4800㎡ - -
戦略プラン

その他の指標 現地説明会の参加人数。
総合戦略

総人件費 10,585千円 6,000千円 4,897千円

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 15 小田城跡に要する経費 総事業コスト 64,178千円 29,934千円 12,080千円

部等名 課等名 係等名 会計 款 項 目 事業 予算事業名

要
す
る
経
費
全
体

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画

ISO
14001

H29
環境
関連
性

- - -

-

H30
環境
関連
性

- -

-

Ａ　任意的事業
執行体制

国庫支出金

市長公約 -

事業費（Ａ）

職員のみ

事
業
の
目
的

買収した土地等，「小田城跡」の地下状況を把
握，確認するため。

一般財源

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員 時間外

勤務

成
果

調査地において，遺構面の深さや数，遺存状況，顕著な
遺構の有無を調べ，保存・整備・活用の計画作成に必
要な基礎資料を得ることができた。また，日程や人員の
調整により，市内遺跡発掘調査と並行しながら円滑に調
査を進めることができた。

上
半
期
成
果

-
事
業
の
概
要

国指定史跡「小田城跡」本丸周辺部（遺構保全
ゾーン）約71,000㎡のうち,4,500㎡を目安に平成９
～30年度（現地調査は29年度まで）で発掘調査を
実施する。

臨時職員等

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

現地調査の最終年度となるため，これまでの調査で予
測された要所について知見を補足しておく必要がある。
また，参加者が減少した現地説明会への対策が課題で
ある。

課
題
-

1,484千円 1,632千円

内
訳

根拠法令等
文化財保護法，史跡小田城跡保存整備基
本計画

事業分類



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ｆ　施設等維持管理事業
執行体制 一部委託

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 29,566千円 38,383千円 111,818千円 0千円

4,923千円
予算事業名

総人件費 5,262千円 3,933千円

文化財展示施設管理に要する経費 総事業コスト 34,828千円 42,316千円 116,741千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 文化財展示施設管理事業
指標名 指標種別 活動結果指標

指標の概要

収蔵資料利用件数

戦略プラン
- - - -

- - -

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 16

-

改
善
目
標

111,770千円

H28年度決算

　収蔵資料の閲覧・写真撮影複写・掲載及び貸出等
の利用件数

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

20 20 20 40 45 5020

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

・収蔵資料及び施設や設備を適切かつ良好な状態に保
ち，不具合が生じた際は適宜修繕等を行う。
・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用，資料の写真掲載等
の利用により，資料及び施設や設備を有効に活用して
教育・研究に資する。

事
業
計
画

・収蔵資料及び施設や設備を適切かつ良好な状態に保
ち，不具合が生じた際は適宜修繕等を行う。
・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用，資料の写真掲載等
の利用により，資料等を教育・研究に有効活用する。
・個人から借地をしてきた桜歴史民俗資料館敷地の一
部2,008.95㎡の所有者が区画整理事業終了によりURと
なるため，底地確保のため30年度前半に購入する。
・つくば市公共施設自主点検マニュアルを運用する。

活
動
実
績

・施設設備では，平沢官衙遺跡案内所テラス柱・照明・
便器，出土文化財管理センター便器・汚水ポンプ・火災
報知器バッテリー，小田城跡案内所トイレ・水飲み水栓
の修繕を行った。
・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用,資料の写真掲載等の
利用は56件あった。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 30 32 41 56 -

事業実施
コスト

その他の指標

0千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.70人

国庫支出金

その他特財 65千円 35千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 29,566千円 38,383千円 0千円

48千円 0千円

市公共マネジメント及び『文化財保護計画』と連動させな
がら計画的修繕を検討する。

改
善
目
標

引き続き，市公共マネジメント及び『文化財保護計画』と
連動させながら施設修繕計画を検討する。

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 有 有 有

0.50人 0.65人

42,316千円 116,741千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

34,828千円

3,933千円 4,923千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 5,262千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

・収蔵資料及び施設を良好な状態に保つとともに，資料
貸出業務を通じて市外の方々につくば市の歴史と文化
への知識と理解を深めてもらい，あわせて学術の発展
に資することができた。
・昨年開園した小田城跡歴史ひろばも，様々な年代の
方々に利用していただき，広く認識されてきた。

上
半
期
成
果

-

50.00時間 150.00時間 120.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 29,501千円 38,348千円

111,818千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

未達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
『文化財保護計画』の策定作業の遅れに伴って，施設の
修繕計画が定まっていない。

課
題

－

- -

根拠法令等
つくば市文化財展示施設条例及び同条例
施行規則

事
業
の
目
的

　市内から出土した文化財，史料及び民俗資料を
中心とした資料の収集・整理並びに復元整備した
史跡の保存と展示を行う，つくば市文化財展示施
設等（桜歴史民俗資料館，出土文化財管理セン
ター，平沢官衙遺跡歴史ひろば，谷田部郷土資
料館）の収蔵資料や施設の維持管理を目的とす
る。

事
業
の
概
要

①収蔵資料を適切に管理し，貸出等の利用手続
きを申請に応じて適宜行う。
②施設の維持管理のため諸法令に定められた業
務，植栽や設備の維持管理，機械警備，収蔵資
料の燻蒸処理等の業務を専門業者に委託して実
施し，施設を常に適切かつ良好な状態に保つ。
※桜歴史民俗資料館には，桜窓口センターが含
まれる。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

根拠法令等文化財保護法

事
業
の
目
的

中根・金田台特定土地区画整理事業内の歴史緑
空間用地に含まれる国指定史跡「金田官衙遺
跡」の土地を保存するため。

事
業
の
概
要

平成15年度に都市基盤整備公団，茨城県，つく
ば市の間で締結した「覚書」，及び同2１年度にＵ
Ｒ都市再生機構とつくば市の間で締結した覚書の
内容を具体化する「協定」により，史跡内の公有
地除く約７.1haを，国庫補助を受けて同機構から
平成22～33年の12年計画で買収する。

-

評
価

効率性

総合評価

高：成果が向上（高水準を維持）している

高：費用対効果が向上（高水準を維持）して
いる

Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-

- -

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題

平成30年度に区画整理事業での本換地が予定されて
おり，その前後での土地購入や管理の変化を考慮して
進める。

課
題

－

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

土地買収により,文化財の保全が進むとともに，TX沿線
開発が良好な形で円滑に進行するという効果も図れた。
また，30年度以降の事業が安定的に進む目途が立っ
た。

上
半
期
成
果

-

80.00時間 20.00時間 20.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 9,865千円 9,710千円

193,539千円 0千円

0千円 0千円

購入地の年次計画をＵＲと調整する。

改
善
目
標

30年度は区画整理事業の本換地時期との関係から，例
年より早い９月に土地を購入する。

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 無 無 無

0.15人 0.20人

195,166千円 195,012千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

197,365千円

1,118千円 1,473千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 2,044千円

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 ２.0ha ２.4ha ３.1ha ３.75ha -

事業実施
コスト

その他の指標

156,256千円 155,238千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.25人

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 29,200千円 29,100千円 29,000千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 195,321千円 194,048千円

改
善
目
標

9,709千円

H28年度決算

買収対象面積約７.1haに対する当該年度までの累計
面積。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

２.4ha ３.05ha ３.7ha ４.35ha ６.0ha ６.65ha２.0ha

0千円

154,830千円 0千円

0千円 0千円

－

事
業
計
画

史跡指定地のうち6,500㎡をＵＲから購入するため，７月
までに地権者交渉で合意し，８月以降に鑑定や測量の
委託契約を順次締結し，12月議会で財産取得の議会議
決を受けて年度末までに土地の引き渡しを受ける。

事
業
計
画

史跡指定地のうち約6,500㎡をＵＲから購入する.。本換
地時期殿関係から例年より早い５月に鑑定を依頼，７月
までにURと土地購入を合意し，９月議会で財産取得の
議会議決を受けて土地の引き渡しを受ける。

活
動
実
績

・４筆，6,774.21㎡を買収し，平成22年度からの累計面積
が3.77haとなった。
・買収に際して，９月に鑑定意見書を得て10月にURとの
売買が合意，11月の仮契約の後に12月議会での議決を
得て本契約が成立，土地の引渡しを受けた。１月に測量
委託を行い，３月に買収地に境界杭を設置した。
・区画整理事業が終了する30年度以降の年次計画を
URや文化庁と調整し，29年度末に市とURで締結した変
更協定書として定めた。

事務事業名 01 金田官衙遺跡保存・活用事業
指標名 指標種別 成果指標

指標の概要

累計土地買収面積

戦略プラン
Ⅰ 3 3 文化財保護の推進

- - -

教育局 文化財課 保存係 01 10 05 03 17

-

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 195,321千円 194,048千円 193,539千円 0千円

1,473千円
予算事業名

総人件費 2,044千円 1,118千円

金田官衙遺跡に要する経費 総事業コスト 197,365千円 195,166千円 195,012千円

要
す
る
経
費
全
体

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

事業分類 Ａ　任意的事業
執行体制 一部委託



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ａ　任意的事業
執行体制 職員のみ

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 1,749千円 3,547千円 4,005千円 0千円

7,155千円
予算事業名

総人件費 6,811千円 5,885千円

歴史文化教育・活用に要する経費 総事業コスト 8,560千円 9,432千円 11,160千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 学校での伝統文化教育支援事業
指標名 指標種別 活動結果指標

指標の概要

講座・説明件数

戦略プラン
Ⅰ 3 3 文化財保護の推進

- - -

教育局 文化財課 保存係・活用係 01 10 05 03 18

-

改
善
目
標

200千円

H28年度決算

学校対象に行う出前講座や展示施設見学説明の件
数。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

25件 25件 25件 30件 30件 30件25件

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

学校教諭対象の説明研修会の開催（最低限１回）。

事
業
計
画

①出前講座・文化財施設見学説明。
②夏期に学校教諭対象の説明研修会の開催。
③つくば市の歴史や文化財を，教育現場で活用しやす
い形にまとめるとともに，伝統文化教育を支援する各種
教材を学校に提供。

事
業
計
画

①出前講座・文化財施設見学説明。
②夏期に学校教諭対象の説明研修会の開催。
③つくば市の歴史や文化財を，教育現場で活用しやす
い形にまとめるとともに，伝統文化教育を支援する各種
教材を学校に提供。

活
動
実
績

①市内外の小中学校への出前講座や展示施設での説
明案内32回及び市内高校への講座2回を行った。
②学校教諭対象の説明研修会は１回開催した。
③パンフレット類は，市域歴史年表と文化財展示施設の
学校向けパンフレットを15,000部印刷した。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 27件 30件 27件 34件 -

事業実施
コスト

その他の指標

0千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.55人

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 156千円 214千円 0千円

0千円 0千円

子供向けのつくば市の歴史や文化財の市ホームページ
への掲載。

改
善
目
標

児童・生徒向けのつくば市の歴史や文化財の市ホーム
ページへの掲載。

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 有 無 無

0.40人 0.50人

3,209千円 3,881千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

4,239千円

2,995千円 3,681千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 4,083千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

歴史資料や文化財に触れる機会を提供・支援すること
で，多くの児童・生徒達が，郷土に関心と愛着を持つ機
会を増やすことができた。

上
半
期
成
果

-

20.00時間 60.00時間 50.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 156千円 214千円

200千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

未達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題

課員減の影響もあり，改善目標としていた児童・生徒向
けのつくば市の歴史や文化財の市ホームページへの掲
載ができなかった。

課
題

－

- -

根拠法令等
文化財保護法，教育基本法，市教育振興
基本計画，つくばスタイル科カリュキユラ
ム

事
業
の
目
的

「歴史・文化教育」は,教育日本一を目指して始
まった「つくばスタイル科」の7本柱の一つに挙げ
られ，また改正教育基本法等でも重視されている
ことから，県内でも有数の内容を誇る市の歴史や
文化財を，学校教育の中で市内の子供達に伝え
るため。

事
業
の
概
要

①出前講座・文化財施設見学説明。
②学校教諭対象の説明研修会の開催。
③つくば市の歴史や文化財を，教育現場で活用
しやすい形にまとめるとともに，伝統文化教育を
支援する各種教材を学校に提供。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

1,000千円 1,000千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

-

効率性

-
事業費（Ａ）

内
訳

根拠法令等文化財保護法，市教育振興基本計画

活
動
実
績

①忍性と三村山極楽寺の巡回企画展（2,358人）・ウォー
キング（13人），講演会（216人）を開催。
②前・後期各８回の講座を開講し，計47人が参加。
③平沢官衙遺跡で，春の建物開扉（約500人）・夏のライ
トアップ（約250人）・秋のつくば物語（約800人）・冬の芝
文字と防火訓練（約70人）を実施。小田城跡で，春の説
明会（約30人），夏の常世の國祭りとライトアップ（約
1500人），冬のどんど焼きと冬の陣（約2000人）を実施。

上
半
期
活
動
実
績

-

事業分類 Ａ　任意的事業
その他特財

執行体制 職員のみ

事
業
の
目
的

県内でも有数の内容を誇る市の歴史や文化財に
対する市民の関心や郷土愛を育むととも観光等
へ活用することで市のプロモーションに寄与する
ため。

一般財源

時間外
勤務

成
果

雨天や積雪のため来場者数が少なかった催事もあった
が，各文化財展示施設での催事・講座・企画展の実施
により，歴史や文化財に対する市民の関心や郷土愛を
育むとともに，観光やシティプロモーション等の活性化に
寄与することができた。

上
半
期
成
果

事
業
計
画

①秋季を中心とする展示施設等での巡回企画展及び
テーマに沿った講演会等の開催。
②６～９月と12～３月に各８回古文書読解等の文化財
講座の開講。
③四季毎の平沢官衙遺跡歴史ひろば・小田城跡歴史ひ
ろばにおける史跡活用催事の実施。

事
業
の
概
要

①展示施設や市庁舎を巡る巡回企画展を開催
し，テーマに沿った講演会等を実施。
②古文書読解等の文化財講座の実施。
③平沢官衙遺跡歴史ひろばにおける史跡活用催
事の開催。

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-課
題
-

課
題
-

H30年度当初

300.00時間 250.00時間

臨時職員等

1,457千円 2,197千円

0.30人

有 有 有

4,321千円 6,223千円 7,279千円

事務事業名 02 文化財展示講座等事業
指標名 企画展開催に伴う講演会等の回数 指標種別 活動結果指標

指標の概要
企画展のテーマに沿った講演会や体験講座の開催
回数。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン
実績 ２回

その他の指標 文化財講座の実施回数。
総合戦略

Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

－

4,005千円

総事業コスト 8,560千円 9,432千円 11,160千円

款 項 目 事業 予算事業名
0千円

H30年度当初 H31年度当初

２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回

総人件費 6,811千円 5,885千円 7,155千円

事業実施
コスト

H31年度当初

国庫支出金

0千円 0千円県支出金 0千円 0千円

1,593千円 3,333千円 3,805千円 0千円

0千円

保存係・活用係 01 10 05 03 18 歴史文化教育・活用に要する経費

中：適切な成果が得られている

- 理由 －

-
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

136千円 136千円 145千円 0千円

2,660千円 0千円

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員

従事
割合

2,728千円 2,890千円 3,474千円

0.30人 0.40人

200.00時間

H29
環境
関連
性

-

２回 ２回 ２回 -

市長公約 No.72

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H28年度決算

ISO
14001

評
価

評
価

Ｈ31年度
の方向性

H29年度決算

部等名 課等名 係等名 会計

教育局 文化財課

事
業
計
画

①秋季を中心とする展示施設等での巡回企画展及び
テーマに沿った講演会等の開催。
②６～９月と12～３月に各８回古文書読解等の文化財
講座の開講。
③四季毎の平沢官衙遺跡歴史ひろば・小田城跡歴史ひ
ろばにおける史跡活用催事の実施。

H28年度決算 H29年度決算

総事業費 1,749千円 3,547千円

文化財保護の推進33Ⅰ

改
善
目
標

-
- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

個別計画

H30
環境
関連
性
-

- -

-

- -

中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

-

有効性 有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況


